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（ aminopeptidase, Flavo-specific antigen A, FP0073, FP0139, FP1387, Outer 
membrane protein A, Xaa-Pro dipeptidyl-peptidase, M48 family metalloprotease）の
細菌性冷水病に対する感染防御効果を検討した。 
 













では FspAは 2.67µg/fish、HP FP1387は 1.00µg/fish、および OmpAは 0.60µg/fishで接種
し 3週間飼育後、F. psychrophilum（GMA0330）で攻撃試験を行った。2回目のワクチン
試験は、1回目の試験で効果が高かった 3つのワクチンをすべて 3µg/fishになるように
接種し 3 週間飼育後に攻撃試験を行った。また 3 回目のワクチン試験では FspA は
10.60µg/fish、HP FP1387は 4.00µg/fish、および OmpAは 5.73µg/fishで接種し、6週間飼
育後に攻撃試験を行った。 
【結果】1回目のワクチン試験では、PBSアジュバントの死亡率が 59％に対して、OmpA
の死亡率は 37％、HP FP1387 の死亡率は 37％、および FspA の死亡率は 29.4％であっ
た。5月 26日から 6週間飼育後のワクチン試験では PBSアジュバントの死亡率は 80％
なのに対して、OmpAの死亡率は 30.8％であった。 
